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国外就職者の就職先所在国別職業               国外就職者の就職先所在と出身国  








































 我が国の博士課程を修了した留学生 12633 名（博士課程修了者の 17%）については、ア
ジア出身者が 9 割近くを占め、留学生修了者の数は増加から停滞に転じつつある。 
 
 







留学生修了者の帰国状況の推移（2002-6 年度）   留学生修了者の帰国状況別職業内訳 















































































































































日本人修了者の国内・外就職者数の推移（2002-6 年度）      日本人国外就職者の所在地 
 
 


























































































































































かつ博士課程修了者数 100 人以上）、日本人修了者の国外就職率が高い大学（特にここ 5 年






                                                   
1 文部科学省科学技術政策研究所、2009、『我が国の博士課程修了者の進路動向調査』、







量的分析（第 1 章から第 3 章）と、「博士人材の国際流動性」インタビュー調査による定性
的分析（第 4 章）を行っている。本章では、それぞれの調査概要とともに、調査対象者全
体における国際流動性（博士課程修了者の国籍、修了後の国際間移動）を示す。調査対象






2006 年度の 5 年間に博士課程を修了した者（満期退学を含む）全員の属性（性別、年齢、
国籍など）、進路動向（終了直後または現在の職業など）を調べた全数調査である。2008





























表 1-1 「博士課程進路動向調査」の回収率 
  回収数 回収率 
大学数 414 大学 100.0% 
回収データ 75,197 件 100.8% 





















ンタビュー調査対象大学。修了者が 2000 人を超える 7 大学は図中から除外している。 

























































図 1-2 我が国の博士課程修了者における日本国籍・外国籍比率（2002-6 年度） 
 
表 1-2 我が国における博士課程修了者の国籍（2002-6 年度） 
  人数 比率 （外国籍） 
日本 60535 80.5%   
中国 5304 7.1% 39.3% 
韓国 2495 3.3% 18.5% 
バングラデシュ 672 0.9% 5.0% 
タイ 644 0.9% 4.8% 
インドネシア 632 0.8% 4.7% 
ベトナム 262 0.3% 1.9% 
ブラジル 140 0.2% 1.0% 
インド 136 0.2% 1.0% 
ロシア 104 0.1% 0.8% 
アメリカ合衆国 73 0.1% 0.5% 
フランス 46 0.1% 0.3% 
カナダ 34 0.0% 0.3% 
ドイツ 32 0.0% 0.2% 
イギリス 27 0.0% 0.2% 
アフリカ 488 0.6% 3.6% 
オセアニア 36 0.0% 0.3% 
上記以外のアジア 1727 2.3% 12.8% 
上記以外の欧州 402 0.5% 3.0% 
上記以外の北・中・南米 233 0.3% 1.7% 
その他 17 0.0% 0.1% 
不明 1158 1.5%   
















図 1-3 博士課程修了直後の国内・国外就職者比率（2002-6 年度） 
 
 就職先の所在国・地域が不明の者が 23％、学生や主婦など未就職の者が 6%存在するが、
これらの者を除いた場合、国内就職者と国外就職者の比率は 9 対 1 となる。博士課程修了
直後に多くの者が日本国内で就職しているが、国外も一定程度存在していることがわかる。 











































































































図 1-6 国外就職者の所在地別、職業割合（2002-6 年度） 
 


































































































図 2-1 博士課程修了者の学生区分（一般・社会人・留学生、2002-6 年度） 
 
























図 2-2 調査対象年度における一般、社会人、留学生修了者の推移 
 
表 2-1、図 2-3 は、留学生修了者の出身国・地域別人数を示している。 
 
表 2-1 留学生修了者の出身国・地域別人数とその割合 
出身国・地域（国籍） 人数 比率 (地域) 
アジア 中国 4930 39.0%   
 
韓国 2223 17.6%   
 
バングラデシュ 653 5.2%   
 
タイ 626 5.0%   
 
インドネシア 604 4.8%   
 
ベトナム 259 2.1%   
 
インド 127 1.0%   
  上記以外のアジア 1635 12.9% 87.5% 
アフリカ   466 3.7% 3.7% 
欧州 ロシア 99 0.8%   
 
フランス 43 0.3%   
 
ドイツ 29 0.2%   
 
イギリス 25 0.2%   
  上記以外の欧州 384 3.0% 4.6% 
北・中・南米 ブラジル 134 1.1%   
 
アメリカ合衆国 57 0.5%   
 
カナダ 29 0.2%   
  上記以外の北・中・南米 221 1.7% 3.5% 
オセアニア   34 0.3% 0.3% 
その他   15 0.1% 0.1% 
不明   40 0.3% 0.3% 


























年度（2002 年度から 2006 年度）における推移と、アフリカ、欧州、北米・中南米、オセ
アニアの推移を別々に示す（調査の選択肢となっている国・地域ごとの詳細については、
本章第 5 節で取り上げる）。 
韓国出身の留学生修了者は 2004 年度から減尐傾向にあり、中国出身者は 2005 年度まで
増加しているが、その伸びは停滞に転じつつある。中国と韓国以外のアジア圏出身者につ
いては、ほぼ増加している。人数は多くないが、欧州からの者は増加傾向にあり、アフリ
カは韓国と同様に 2004 年度から減尐、北米・中南米は中国と同様に停滞している2。 
                                                   
2 韓国、アジア圏、アフリカは、2004 年度を除くと推移がなだらかになるため、2004 年度
だけが特異な傾向を示しているといえる。博士（後期）課程の標準修了年度は 3 年であり、




















































図 2-4 博士課程修了者における留学生数の推移（アジア） 
 
 
図 2-5 博士課程修了者における留学生数の推移（アジア以外） 
 
  








































野比率（理学、工学、農学、保健、人文、社会、その他、不明の 8 区分）を図 2-6 に、調







































































表 2-2 留学生修了者の研究分野比率（詳細） 
大区分 詳細 調査対象者全体 留学生 留学生/全体 
理学 数学 1.1% 0.6% 0.5  
 
物理 2.6% 0.8% 0.3  
 
化学 2.2% 1.6% 0.7  
 
生物 3.5% 1.7% 0.5  
 
地学 1.5% 1.3% 0.9  
  その他理学 1.1% 1.3% 1.2  
工学 機械・船舶 3.0% 4.5% 1.5  
 
電気・通信 5.2% 7.2% 1.4  
 
土木・建築 3.7% 7.7% 2.1  
 
応用化学 3.6% 4.0% 1.1  
 
応用理学 0.7% 0.6% 0.8  
 
原子力 0.4% 0.5% 1.1  
 
材料 1.7% 2.4% 1.4  
 
繊維 0.0% 0.0% 1.1  
 
航空 0.4% 0.3% 0.7  
 
経営工学 0.3% 0.4% 1.4  
  その他工学 4.7% 6.5% 1.4  
農学 農学 2.2% 4.8% 2.1  
 
農芸化学 1.6% 2.4% 1.4  
 
農業工学 0.3% 0.8% 2.5  
 
農業経済 0.4% 0.9% 2.4  
 
林学 0.6% 0.8% 1.4  
 
獣医・畜産 1.1% 1.5% 1.4  
 
水産 0.9% 1.5% 1.7  
  その他農業 1.0% 0.9% 0.9  
保健 医学 22.6% 13.6% 0.6  
 
歯学 3.9% 1.9% 0.5  
 
薬学 2.5% 2.1% 0.8  
 
看護 0.8% 0.3% 0.4  
  その他保健 0.9% 0.4% 0.4  
人文 文学 3.5% 3.7% 1.0  
 
史学 1.7% 1.1% 0.6  
 
哲学 0.8% 0.3% 0.3  
  その他人文 3.3% 3.8% 1.1  
社会 法学・政治 2.2% 2.4% 1.1  
 
商学・経済 3.9% 6.1% 1.6  
 
社会学 1.4% 1.7% 1.2  
  その他社会 1.8% 2.4% 1.4  
その他 家政 0.2% 0.2% 0.8  
 
教育 2.3% 2.0% 0.9  
  芸術・その他 2.0% 2.2% 1.1  
不明   2.2% 1.3% 0.6  
合計   100.0% 100.0% 1.0  






（本章第 5 節では各国・地域別に示す）。 
 
 



















































































































































































































                                                   































場合。「第 3 国」は、「帰国」でもなく、修了直後の就職先の所在が日本でもない場合。 
図 2-9 留学生の博士課程修了直後の所在（日本、帰国、第 3 国） 
 
日本で就職する者が 30%、帰国して就職する者が 26%、第 3 国で就職する者が 5%とな
っており、未就職の者や進路が不明の者を除くと、就職先の所在は「日本」、「帰国」、「第 3


















































































































まる比率が比較的高い）。第 3 国に向かう者については、保健系で比率が高い。 
博士課程留学生の出身国・地域別に見た修了直後の所在を図 2-12 に示す（各国・地域の
帰国状況については、本章第 5 節でも論じる）。 
 
 





















































































































































                                                   
4 本稿では、統計パッケージ SPSS を用いてコレスポンデンス分析を行っている。図中の各
点が各選択肢に対応し、点が近いほど相対的な関係性が高いことを意味している。コレス










図 2-14 留学生修了者における出身国・地域、帰国状況、研究分野の関係 
 
出身国・地域に注目すると、右上に先進諸国が集中し、左上には発展途上国が並んでい
る。ここで、国ごとの多重コレスポンデンス分析の第 1 軸の得点と、一人当たり GDP（国
民総生産）6との間でピアソンの積率相関係数7を求めると、0.849 という非常に高い正の相
                                                   






6 International Monetary Fund, World Economic Outlook Database, 2009 
(http://www.imf.org/external/pubs/ft/weo/2009/01/)を参照。 










表 2-3 一人当たり GDP と分析結果との相関 
  一人当たり GDP 第 1 軸の得点 
アメリカ合衆国 45550  1.93  
カナダ 36589  1.31  
ブラジル 6526  -1.25  
イギリス 32798  1.11  
フランス 39922  1.48  
ドイツ 37307  1.17  
ロシア 8230  0.96  
中国 3622  0.26  
韓国 14946  1.24  
タイ 4005  -1.20  
インドネシア 2030  -1.43  
ベトナム 1019  -0.80  
バングラデシュ 526  -1.52  
インド 982  -1.13  
   
ピアソンの積率相関係数 0.849 
※「一人当たり GDP」は IMF の World Economic Outlook Database (2009)より。単位は US$、2009 年

























博士課程修了直後に日本で就職した留学生 3831 名に関する「その後」の所在である。 
 
 
※2008 年 4 月 1 日時点での帰国状況。 




ている者の割合は 4 対 1 である。 
ただし、博士課程修了後の経過年数を加味すると、この結果は異なってくる可能性があ
る。「博士課程進路動向調査」の対象者は 2002 年度から 2006 年度の 5 年間であり、博士
課程修了後 1 年から 5 年程度たった者の帰国状況を見ることができる。以下では、修了後





















※2008 年 4 月 1 日時点での帰国状況。帰国状況が不明の者を除く。 





























































を参照）を、一般学生、社会人、全体とともに図 2-17 に図示する。 
  
 

















































































表 2-4 留学生の修了直後の職業内訳（詳細かつ一般学生との比較） 
大区分 詳細 一般学生 留学生 全体 
ポストドクター 18.3% 15.8% 14.7% 
大学教員 
（専任） 
助手 6.0% 2.3% 4.8% 
助教 2.6% 0.8% 2.0% 
 
専任講師 2.0% 4.5% 2.5% 
 
助教授・准教授 0.5% 2.7% 1.3% 





7.3% 11.9% 7.9% 
その他研究 
開発関連職  
研究グループリーダー 0.9% 1.0% 1.4% 
その他の研究・開発者 14.6% 12.8% 14.9% 
医師・歯科医・獣医師・薬剤師 14.5% 2.0% 13.5% 
専門知識を 
要する職 
教員（幼・養・小・中・高） 0.9% 0.2% 0.9% 
知的財産関連職 
（弁護士・弁理士など） 




0.0% 0.1% 0.1% 
 




0.2% 0.1% 0.2% 
  その他専門職 1.9% 2.2% 2.5% 
その他 その他教育職 0.4% 0.2% 0.4% 
 
教育関係職（事務など） 0.3% 0.2% 0.3% 
 




1.0% 1.3% 1.2% 
 
起業（ベンチャーなど） 0.1% 0.3% 0.2% 
 
学生 3.6% 2.2% 2.9% 
 
専業主夫・婦 0.3% 0.7% 0.4% 
 
無職（専業主夫･婦除く） 2.1% 3.7% 2.2% 
  その他 1.4% 1.0% 1.4% 
不明   20.2% 33.0% 23.0% 
合計   100.0% 100.0% 100.0% 













※図中にない未就職者（834 名）、帰国状況が不明な者（4057 名）が留学生全体に含まれている。 



















































































































































図 2-21 帰国した者の職業内訳（アジア） 
 
 





























































































本節では、図 2-3 で示した留学生修了者数の多い順に以下の 10 カ国と、それらを含んだ
5 地域について、留学生修了者数と、留学生修了者全体に占めるその国・地域の割合、留学
生修了者数の推移（2002 年度から 2006 年度まで）、留学生修了者の博士課程で専攻した研































す。留学生修了者の 4 割を占めているが、人数は増加から停滞へと変わりつつある。 
 
表 2-5 中国出身の留学生修了者数 
  博士課程修了者数 全体に占める割合 
中国 4930 39.0% 
 
 
図 2-23 留学生修了者数の推移（中国） 
 
 中国出身の留学生修了者が専攻した研究分野の割合を以下に示し、留学生修了者全体と
比較する。全体と比べて保健系の比率が高い（全体と比べて 8 ポイント多い）。 
 
 





















































図 2-25 留学生修了者の修了直後における帰国状況（中国） 
 
 


























































図 2-27 留学生修了者の修了直後における職業内訳（中国） 
 
 






















































































表 2-6 韓国出身の留学生修了者数 
  博士課程修了者数 全体に占める割合 
韓国 2223 17.6% 
 
  





   






















































図 2-31 留学生修了者の修了直後における帰国状況（韓国） 
 
  





























































図 2-33 留学生修了者の修了直後の職業内訳（韓国） 
 
  




















































































を以下に示す。人数は 2004 年度を境に増加している。 
 
表 2-7 バングラデシュ出身の留学生修了者数 
  博士課程修了者数 全体に占める割合 
バングラデシュ 653 5.2% 
  
図 2-35 留学生修了者数の推移（バングラデシュ） 
 
 バングラデシュ出身の留学生修了者が専攻した研究分野の割合を以下に示し、留学生修
了者全体と比較する。全体と比べて農学系（全体と比べて 9 ポイント多い）、理学系（6 ポ
イント）の比率が高く、人文・社会系の者が極めて尐ない。 
 
   























































加から停滞に向かっているのに対して、日本に留まる者は 2004 年度からかなり増えている。 
 
  
図 2-37 留学生修了者の修了直後における帰国状況（バングラデシュ） 
 
  


























































図 2-39 留学生修了者の修了直後の職業内訳（バングラデシュ） 
 
  























































































す。人数は 2005 年度が最も多くなっている。 
 
表 2-8 タイ出身の留学生修了者数 
  博士課程修了者数 全体に占める割合 
タイ 626 5.0% 
  
図 2-41 留学生修了者数の推移（タイ） 
 
 タイ出身の留学生修了者が専攻した研究分野の割合を以下に示し、留学生修了者全体と
比較する。全体と比べて工学系（全体と比べて 14 ポイント多い）、農学系（8 ポイント）の
比率が高く、人文・社会系が尐ない。 
 
   





















































す。帰国する者が非常に多く（日本に留まる者に対して 27 ポイント多い）、2004 年度につ
いては特にその数が大きくなっている。日本に留まる者の数は 2005 年度が最も多い。 
 
  
図 2-43 留学生修了者の修了直後における帰国状況（タイ） 
 
  




























































図 2-45 留学生修了者の修了直後における職業内訳（タイ） 
 
  
図 2-46 帰国状況別に見た留学生修了者の修了直後における職業内訳（タイ） 
 
 全体と比較した場合、「大学教員（専任）」の比率が高い。帰国状況別にみると、帰国し
























































































以下に示す。人数は 2004 年度から増加している。 
 
表 2-9 インドネシア出身の留学生修了者数 
  博士課程修了者数 全体に占める割合 
インドネシア 604 4.8% 
  
図 2-47 留学生修了者数の推移（インドネシア） 
 
 インドネシア出身の留学生修了者が専攻した研究分野の割合を以下に示し、留学生修了
者全体と比較する。全体と比べて農学系（全体と比べて 12 ポイント多い）、工学系（10 ポ
イント）の比率が高く、人文・社会系が尐ない。 
 
   





























































図 2-49 留学生修了者の修了直後における帰国状況（インドネシア） 
 
  































































図 2-51 留学生修了者の修了直後における職業内訳（インドネシア） 
 
  
図 2-52 帰国状況別に見た留学生修了者の修了直後における職業内訳（インドネシア） 
 





























































































表 2-10 ベトナム出身の留学生修了者数 
  博士課程修了者数 全体に占める割合 
ベトナム 259 2.1% 
  
図 2-53 留学生修了者数の推移（ベトナム） 
 
 ベトナム出身の留学生修了者が専攻した研究分野の割合を以下に示し、留学生修了者全
体と比較する。全体と比べて工学系（全体と比べて 11 ポイント多い）農学系（8 ポイント）、
の比率が高く、人文科学系の比率が尐ない。 
 
   
























































図 2-55 留学生修了者の修了直後における帰国状況（ベトナム） 
 
  
































































図 2-57 留学生修了者の修了直後における職業内訳（ベトナム） 
 
  

























































































表 2-11 ブラジル出身の留学生修了者数 
  博士課程修了者数 全体に占める割合 
ブラジル 134 1.1% 
  






   
























































図 2-61 留学生修了者の修了直後における帰国状況（ブラジル） 
 
  

































































図 2-63 留学生修了者の修了直後における職業内訳（ブラジル） 
 
  

























































































表 2-12 インド出身の留学生修了者数 
  博士課程修了者数 全体に占める割合 
インド 127 1.0% 
  






   





























































図 2-67 留学生修了者の修了直後における帰国状況（インド） 
 
  































































図 2-69 留学生修了者の修了直後における職業内訳（インド） 
 
  






















































































表 2-13 ロシア出身の留学生修了者生数 
  博士課程修了者数 全体に占める割合 
ロシア 99 0.8% 
  






   

























































図 2-73 留学生修了者の修了直後における帰国状況（ロシア） 
 
  






























































図 2-75 留学生修了者の修了直後における職業内訳（ロシア） 
 
  


















































































を以下に示す。留学生修了者数は 2004 年度から増加している（人数が尐ない点に注意）。 
 
表 2-14 アメリカ合衆国出身の留学生修了者数 
  博士課程修了者数 全体に占める割合 
アメリカ合衆国 57 0.5% 
  




べて 14 ポイント）。 
 
   



























































図 2-79 留学生修了者の修了直後における帰国状況（アメリカ合衆国） 
 
  






























































図 2-81 留学生修了者の修了直後における職業内訳（アメリカ合衆国） 
 
  
























































































表 2-15 アジア出身の留学生修了者数 
  博士課程修了者数 全体に占める割合 
アジア 11057 87.5% 
  























































図 2-85 留学生修了者の修了直後における帰国状況（アジア） 
 
  
























































図 2-87 留学生修了者の修了直後における職業内訳（アジア） 
 
  




















































































以下に示す。人数は 2004 年度をピークに減尐している。 
 
表 2-16 アフリカ出身の留学生修了者数 
  博士課程修了者数 全体に占める割合 
アフリカ 466 3.7% 
  






   
























































図 2-91 留学生修了者の修了直後における帰国状況（アフリカ） 
 
  

































































図 2-93 留学生修了者の修了直後における職業内訳（アフリカ） 
 
  





























































































表 2-17 欧州出身の留学生修了者数 
  博士課程修了者数 全体に占める割合 
欧州 580 4.6% 
  






   























































図 2-97 留学生修了者の修了直後における帰国状況（欧州） 
 
  




























































図 2-99 留学生修了者の修了直後における職業内訳（欧州） 
 
  






























































































表 2-18 北・中・南米出身の留学生修了者数 
  博士課程修了者数 全体に占める割合 
北・中・南米 441 3.5% 
  






   





















































図 2-103 留学生修了者の修了直後における帰国状況（北・中・南米） 
 
  































































図 2-105 留学生修了者の修了直後における職業内訳（北・中・南米） 
 
  































































































表 2-19 オセアニア出身の留学生修了者数 
  博士課程修了者数 全体に占める割合 
オセアニア 34 0.3% 
  






   


























































図 2-109 留学生修了者の修了直後における帰国状況（オセアニア） 
 
  


























































図 2-111 留学生修了者の修了直後における職業内訳（オセアニア） 
 
  
図 2-112 帰国状況別に見た留学生修了者の修了直後における職業内訳（オセアニア） 
 
 全体と比較した場合、「その他研究開発関連職」（公的研究機関や民間の研究開発者）の























































































 日本人博士課程修了者は 60,535 人（調査対象者 74,573 人の 81%、調査対象年度である










                                                   





















































表 3-1 日本人就職者の属性別国内・国外就職者比率 
属性 項目 国内 国外 合計 人数 
全体   97.3% 2.7% 100.0% 45,365 
性別 男性 97.3% 2.7% 100.0% 35,552 
  女性 97.4% 2.6% 100.0% 9,810 
学位 あり 96.9% 3.1% 100.0% 34,495 
  なし（満期退学） 98.7% 1.3% 100.0% 10,843 
主な経済的支援 21 世紀 COE プログラム 96.2% 3.8% 100.0% 2,231 
 
科学研究費補助金（文科省） 92.9% 7.1% 100.0% 636 
 
日本学術振興会特別研究員 93.1% 6.9% 100.0% 2,397 
 
運営費交付金等内部資金 97.4% 2.6% 100.0% 3,553 
  支援なし 98.0% 2.0% 100.0% 18,553 
COE での経験 経験あり 96.0% 4.0% 100.0% 6,258 
  経験なし 97.6% 2.4% 100.0% 25,335 
民間インターン 経験あり 96.6% 3.4% 100.0% 776 
  経験なし 97.2% 2.8% 100.0% 27,427 
国外研究経験 経験あり 89.9% 10.1% 100.0% 2,428 
  経験なし 97.6% 2.4% 100.0% 25,507 
専攻分野 理学 94.4% 5.6% 100.0% 5790 
 
工学 97.8% 2.2% 100.0% 10724 
 
農学 96.0% 4.0% 100.0% 3438 
 
保健 97.7% 2.3% 100.0% 16626 
 
人社 98.4% 1.6% 100.0% 6719 






















でも国外就職者比率がかなり高く、逆に「21 世紀 COE プログラム」と農学系ではそれほ
ど高くないことがわかる。 
 
表 3-2 経済的支援と専攻分野から見た日本人国内・国外就職者比率 
経済的支援 専攻分野 国内 国外 合計 人数 
21 世紀 COE プログラム 理学 94.3% 5.7% 100.0% 597 
 
工学 96.3% 3.7% 100.0% 917 
 
農学 96.7% 3.3% 100.0% 151 
 
保健 97.5% 2.5% 100.0% 284 
 
人社 98.2% 1.8% 100.0% 169 
 
その他 98.2% 1.8% 100.0% 112 
科学研究費補助金（文科省） 理学 88.1% 11.9% 100.0% 101 
 
工学 97.1% 2.9% 100.0% 137 
 
農学 89.3% 10.7% 100.0% 150 
 
保健 93.3% 6.7% 100.0% 178 
 
人社 97.9% 2.1% 100.0% 47 
 
その他 100.0% - 100.0% 21 
日本学術振興会特別研究員 理学 90.4% 9.6% 100.0% 917 
 
工学 93.8% 6.2% 100.0% 689 
 
農学 95.8% 4.2% 100.0% 259 
 
保健 89.8% 10.2% 100.0% 176 
 
人社 98.4% 1.6% 100.0% 317 
















表 3-3 専攻分野と国外研究経験から見た日本人国内・国外就職者比率 
専攻分野 国外研究経験 国内 国外 合計 人数 
理学 経験あり 83.4% 16.6% 100.0% 367 
  経験なし 94.4% 5.6% 100.0% 3,534 
工学 経験あり 89.1% 10.9% 100.0% 586 
  経験なし 98.1% 1.9% 100.0% 6,276 
農学 経験あり 86.4% 13.6% 100.0% 147 
  経験なし 96.6% 3.4% 100.0% 1,687 
保健 経験あり 87.7% 12.3% 100.0% 489 
  経験なし 98.2% 1.8% 100.0% 10,443 
人社 経験あり 94.9% 5.1% 100.0% 726 
  経験なし 98.8% 1.2% 100.0% 2,604 
その他 経験あり 97.2% 2.8% 100.0% 109 








博士課程修了直後に国外で就職した日本人博士課程修了者（2002 年度から 2006 年度修
了）1216 名について、その就職先所在地である国・地域の内訳を表 3-4 に、人数の多い順
番に国のみを図示したものを図 3-3 に示す。 
 
表 3-4 日本人国外就職者の就職先所在（国・地域） 
就職先所在 人数 比率 (地域) 
北・中・南米 アメリカ合衆国 737 60.6%   
 
カナダ 44 3.6%   
 
ブラジル 1 0.1%   
  上記以外の北・中・南米 6 0.5% 64.8% 
欧州 ドイツ 83 6.8%   
 
イギリス 47 3.9%   
 
フランス 40 3.3%   
 
ロシア 4 0.3%   
 
上記以外の欧州 79 6.5% 20.8% 
アジア 中国 39 3.2%   
 
韓国 27 2.2%   
 
タイ 7 0.6%   
 
インドネシア 1 0.1%   
 
ベトナム 1 0.1%   
 
インド 1 0.1%   
  上記以外のアジア 46 3.8% 10.0% 
オセアニア   29 2.4% 2.4% 
アフリカ   9 0.7% 0.7% 
その他 
 
15 1.2% 1.2% 
  合計 1216 100.0% 100.0% 
 
   
※人数の多い順。地域や「その他」は省略。 































図 3-4 日本人国外就職者数の所在国別推移（2002-6 年度修了者） 
 





























































































































































※その他、不明を除く。国・地域から 1 行あけて、地域ごとにまとめた結果を図示。 


















































































































































年 4 月 1 日時点、調査票では「現在」となっている）の進路についても聞いており、そこ
から、日本人国外就職者がその後、日本に帰国しているのか、その国に留まっているのか
を調べることができる。また、調査対象期間が 5 カ年あり、修了後 1 年経過した者から 5
年経過した者までの帰国状況を調べることもできる。以下は、博士課程修了直後に国外で
就職した日本国籍の者 1216 名における「その後」の帰国状況とその推移である。 
 
 
図 3-8 日本人国外就職者のその後の帰国状況 
 
 






























































現地に留まるの者の比が約 2 対 1 にまでなっており、多くの者が日本に戻っていることが
わかる。 
 ここでさらに、国外就職者の主要な進路である「アメリカ合衆国でポストドクターにな
った者」（538 名、国外就職者の 44%）の「その後」の帰国状況とその推移も明らかにする。 
 
 
図 3-10 アメリカでポストドクターになった者のその後の帰国状況 
 
 





























































過後から帰国者が増え、5 年経過後では帰国者とアメリカ合衆国に留まる者との比が 5 対 2
となっており、国外就職者全体よりも帰国する割合が高いことがわかる。 












































































図 3-13 日本人国内就職者のその後の職業内訳（5 カ年の推移） 
 
 























































































































図 3-15 研究分野別に見た日本人博士課程修了者の国内・国外就職 
 
 






























































































ストドクターが 61%、その他の研究開発関連職が 25%となっている。 
 保健系の日本人国外就職者は、76%がアメリカ合衆国で就職しており、全研究分野で比率
が 1 番高い。職業はポストドクターが 59%で、その他の研究開発関連職（25%）や医師等
（9%）になっている者も比較的多い。 























































図 3-17 日本人国外就職者の修了直後における就職先所在（理学） 
 
 
図 3-18 日本人国内・国外就職者の修了直後における職業内訳（理学） 
 


























































































図 3-19 日本人国外就職者の修了直後における就職先所在（工学） 
 
  
図 3-20 日本人国内・国外就職者の修了直後における職業内訳（工学） 
 
 工学系を専攻した日本人国外就職者の所在地は、アメリカ合衆国が 50%、ドイツが 13%
となっており、理学系よりはアメリカ合衆国が尐ない。日本人国外就職者の職業は、ポス
トドクターが 61%となっており、次いで「その他研究開発関連職」（公的研究機関、民間企




















































































   
図 3-21 日本人国外就職者の修了直後における就職先所在（農学） 
 
   



















































































    
図 3-23 日本人国外就職者の修了直後における就職先所在（保健） 
 
    


























































































     
図 3-25 日本人国外就職者の修了直後における就職先所在（人文） 
 
     
図 3-26 日本人国内・国外就職者の修了直後における職業内訳（人文） 
 

















































































      
図 3-27 日本人国外就職者の修了直後における就職先所在（社会） 
 
      
図 3-28 日本人国内・国外就職者の修了直後における職業内訳（社会） 
 
 社会系の国外就職者の所在地は、中国が 14%、イギリス・韓国が 9%となっており、アジ
ア圏だけで 60%に達している。国外就職者では、「その他研究開発関連職」（公的研究機関





















































































1 章 2 節を参照）。調査協力大学は、留学生比率が高い大学として、鹿児島大学、東京海洋
大学、豊橋技術科学大学、日本人の国外就職者比率が高い大学として、東京工業大学、鳥
取大学、長岡技術大学、他の調査との関連で、岐阜大学、埼玉大学、三重大学、東京農業











































  全体 鹿児島 
博士課程修了者 75,197 667 
内留学生数 12,633 220 
留学生比率 16.8% 33.0% 
      
留学生の国籍     
  全体 鹿児島 
アメリカ合衆国 0.5% 0.5% 
カナダ 0.2% 0.5% 
ブラジル 1.1% 0.5% 
他の北中南米 1.7% 2.7% 
イギリス 0.2% - 
フランス 0.3% - 
ドイツ 0.2% - 
ロシア 0.8% 0.5% 
他の欧州 3.0% 0.5% 
中国 39.0% 31.4% 
韓国 17.6% 3.6% 
タイ 5.0% 3.6% 
インドネシア 4.8% 11.8% 
ベトナム 2.1% 3.6% 
バングラデシュ 5.2% 7.7% 
インド 1.0% 1.8% 
他のアジア 12.9% 26.8% 
オセアニア 0.3% - 
アフリカ 3.7% 4.5% 
その他 0.1% - 
不明 0.3% - 
合計 100.0% 100.0% 
      
日本人国外就職者数・比率   
  全体 鹿児島 
日本国籍 60,535 445 
内国外就職者 1,216 3 
国外就職率 2.0% 0.7% 
 
  






理学 工学 農学 保健 人社 その他 不明




帰国 日本 第3国 未就職 不明












































































































  全体 東京海洋 
博士課程修了者 75,197 148 
内留学生数 12,633 70 
留学生比率 16.8% 47.3% 
      
留学生の国籍     
  全体 東京海洋 
アメリカ合衆国 0.5% - 
カナダ 0.2% - 
ブラジル 1.1% 1.4% 
他の北中南米 1.7% 4.3% 
イギリス 0.2% - 
フランス 0.3% - 
ドイツ 0.2% - 
ロシア 0.8% - 
他の欧州 3.0% - 
中国 39.0% 34.3% 
韓国 17.6% 15.7% 
タイ 5.0% 12.9% 
インドネシア 4.8% 12.9% 
ベトナム 2.1% 2.9% 
バングラデシュ 5.2% 5.7% 
インド 1.0% 2.9% 
他のアジア 12.9% 7.1% 
オセアニア 0.3% - 
アフリカ 3.7% - 
その他 0.1% - 
不明 0.3% - 
合計 100.0% 100.0% 
      
日本人国外就職者数・比率   
  全体 東京海洋 
日本国籍 60,535 78 
内国外就職者 1,216 2 
国外就職率 2.0% 2.6% 
  






理学 工学 農学 保健 人社 その他 不明




帰国 日本 第3国 未就職 不明





















費 5 名、私費 2 名））では入学者選考を書類審査のみにしており、合否を伝えてすぐに来日
できるようにしている。 
 留学生の在籍管理については、大学の留学生係が在留資格期間を管理している。国費留












き、そのための非常勤講師を 4 から 5 名雇用している。受講者の日本語のレベルに応じて






 留学生に対する生活上の支援としては、ガイドブックを配布したり、国費留学生につい                                    





                                                   


































                                                   


















  全体 豊橋技術科学 
博士課程修了者 75,197 189 
内留学生数 12,633 76 
留学生比率 16.8% 40.2% 
      
留学生の国籍     
  全体 豊橋技術科学 
アメリカ合衆国 0.5% - 
カナダ 0.2% - 
ブラジル 1.1% - 
他の北中南米 1.7% 2.6% 
イギリス 0.2% - 
フランス 0.3% - 
ドイツ 0.2% - 
ロシア 0.8% - 
他の欧州 3.0% 2.6% 
中国 39.0% 25.0% 
韓国 17.6% 23.7% 
タイ 5.0% 2.6% 
インドネシア 4.8% 21.1% 
ベトナム 2.1% 3.9% 
バングラデシュ 5.2% 7.9% 
インド 1.0% 1.3% 
他のアジア 12.9% 7.9% 
オセアニア 0.3% - 
アフリカ 3.7% 1.3% 
その他 0.1% - 
不明 0.3% - 
合計 100.0% 100.0% 
      
日本人国外就職者数・比率   
  全体 豊橋技術科学 
日本国籍 60,535 112 
内国外就職者 1,216 1 
国外就職率 2.0% 0.9% 






理学 工学 農学 保健 人社 その他 不明




帰国 日本 第3国 未就職 不明




























人でも受講可能、平成 12 年から修士、平成 20 年から博士で開始、博士課程での修了者は
まだいない）、教員は日本人だが英語で講義を行っている（ほとんどの教員が担当している
が負担が大きく、受講生はまだ尐ない）。これに関連して、ファカルティ･ディベロプメン









生活上、学習上の支援を行っている（大学の予算として、1 人月額 1 万円程度で雇用）。日
本語に問題ない留学生にはつけていないが、同じ研究室の者がチューターとなっており（現
在 70 名）、チューター自身の勉強にもなっている。 
留学生の宿舎については、国際交流会館（単身 40 室＋家族・夫婦 10 室、家具は備え付
けで寝具は各自で用意）があり、そこに 1 年間入居した後は学内の学生宿舎（600 戸）の国
際棟に移動して 2 年間入居できる。現在、学生宿舎の 1 割を留学生が占めている。民間の
物件を借りている場合もあり、かつては教員が連帯保証人になっていたが、現在は留学生
住宅補償制度がその役割を担っている。その他、事務局のマニュアルを英語化し、事務職

























































  全体 東京工業 
博士課程修了者 75,197 1,843 
内留学生数 12,633 434 
留学生比率 16.8% 23.5% 
      
留学生の国籍     
  全体 東京工業 
アメリカ合衆国 0.5% - 
カナダ 0.2% 0.2% 
ブラジル 1.1% 0.9% 
他の北中南米 1.7% 2.3% 
イギリス 0.2% 0.5% 
フランス 0.3% 0.5% 
ドイツ 0.2% 0.2% 
ロシア 0.8% 2.1% 
他の欧州 3.0% 5.5% 
中国 39.0% 23.3% 
韓国 17.6% 25.6% 
タイ 5.0% 7.1% 
インドネシア 4.8% 7.4% 
ベトナム 2.1% 2.3% 
バングラデシュ 5.2% 5.5% 
インド 1.0% 0.5% 
他のアジア 12.9% 12.9% 
オセアニア 0.3% - 
アフリカ 3.7% 3.2% 
その他 0.1% - 
不明 0.3% - 
合計 100.0% 100.0% 
      
日本人国外就職者数・比率   
  全体 東京工業 
日本国籍 60,535 1,409 
内国外就職者 1,216 91 
国外就職率 2.0% 6.5% 
 
  






理学 工学 農学 保健 人社 その他 不明




帰国 日本 第3国 未就職 不明




































































  全体 鳥取 
博士課程修了者 75,197 469 
内留学生数 12,633 133 
留学生比率 16.8% 28.4% 
      
留学生の国籍     
  全体 鳥取 
アメリカ合衆国 0.5% - 
カナダ 0.2% - 
ブラジル 1.1% - 
他の北中南米 1.7% 3.0% 
イギリス 0.2% - 
フランス 0.3% - 
ドイツ 0.2% - 
ロシア 0.8% - 
他の欧州 3.0% 1.5% 
中国 39.0% 43.6% 
韓国 17.6% 6.8% 
タイ 5.0% 3.0% 
インドネシア 4.8% 5.3% 
ベトナム 2.1% 1.5% 
バングラデシュ 5.2% 13.5% 
インド 1.0% 0.8% 
他のアジア 12.9% 7.5% 
オセアニア 0.3% - 
アフリカ 3.7% 12.0% 
その他 0.1% - 
不明 0.3% 1.5% 
合計 100.0% 100.0% 
      
日本人国外就職者数・比率   
  全体 鳥取 
日本国籍 60,535 330 
内国外就職者 1,216 13 
国外就職率 2.0% 3.9% 






理学 工学 農学 保健 人社 その他 不明




帰国 日本 第3国 未就職 不明




















































































































  全体 長岡技術科学 
博士課程修了者 75,197 210 
内留学生数 12,633 55 
留学生比率 16.8% 26.2% 
      
留学生の国籍     
  全体 長岡技術科学 
アメリカ合衆国 0.5% - 
カナダ 0.2% - 
ブラジル 1.1% - 
他の北中南米 1.7% 1.8% 
イギリス 0.2% - 
フランス 0.3% - 
ドイツ 0.2% - 
ロシア 0.8% - 
他の欧州 3.0% - 
中国 39.0% 16.4% 
韓国 17.6% 3.6% 
タイ 5.0% 30.9% 
インドネシア 4.8% 20.0% 
ベトナム 2.1% 12.7% 
バングラデシュ 5.2% 1.8% 
インド 1.0% - 
他のアジア 12.9% 12.7% 
オセアニア 0.3% - 
アフリカ 3.7% - 
その他 0.1% - 
不明 0.3% - 
合計 100.0% 100.0% 
      
日本人国外就職者数・比率   
  全体 長岡技術科学 
日本国籍 60,535 154 
内国外就職者 1,216 8 
国外就職率 2.0% 5.2% 
  






理学 工学 農学 保健 人社 その他 不明




帰国 日本 第3国 未就職 不明















































































長岡技術科学大学では、学部の 4 年生で卒業論文の代わりに 5 ヶ月間以上の実務訓練（イ




                                                   


















































  全体 岐阜 
博士課程修了者 75,197 635 
内留学生数 12,633 200 
留学生比率 16.8% 31.5% 
      
留学生の国籍     
  全体 岐阜 
アメリカ合衆国 0.5% - 
カナダ 0.2% - 
ブラジル 1.1% - 
他の北中南米 1.7% 0.5% 
イギリス 0.2% - 
フランス 0.3% - 
ドイツ 0.2% 1.0% 
ロシア 0.8% - 
他の欧州 3.0% 1.5% 
中国 39.0% 41.0% 
韓国 17.6% 9.5% 
タイ 5.0% 4.0% 
インドネシア 4.8% 8.0% 
ベトナム 2.1% 3.5% 
バングラデシュ 5.2% 12.0% 
インド 1.0% 2.0% 
他のアジア 12.9% 10.5% 
オセアニア 0.3% - 
アフリカ 3.7% 6.5% 
その他 0.1% - 
不明 0.3% - 
合計 100.0% 100.0% 
      
日本人国外就職者数・比率   
  全体 岐阜 
日本国籍 60,535 433 
内国外就職者 1,216 8 
国外就職率 2.0% 1.8% 
  






理学 工学 農学 保健 人社 その他 不明




帰国 日本 第3国 未就職 不明












































































































  全体 埼玉 
博士課程修了者 75,197 279 
内留学生数 12,633 105 
留学生比率 16.8% 37.6% 
      
留学生の国籍     
  全体 埼玉 
アメリカ合衆国 0.5% - 
カナダ 0.2% - 
ブラジル 1.1% - 
他の北中南米 1.7% - 
イギリス 0.2% - 
フランス 0.3% - 
ドイツ 0.2% - 
ロシア 0.8% - 
他の欧州 3.0% 3.8% 
中国 39.0% 23.8% 
韓国 17.6% 8.6% 
タイ 5.0% 1.9% 
インドネシア 4.8% 5.7% 
ベトナム 2.1% 8.6% 
バングラデシュ 5.2% 17.1% 
インド 1.0% 1.0% 
他のアジア 12.9% 23.8% 
オセアニア 0.3% - 
アフリカ 3.7% 5.7% 
その他 0.1% - 
不明 0.3% - 
合計 100.0% 100.0% 
      
日本人国外就職者数・比率   
  全体 埼玉 
日本国籍 60,535 174 
内国外就職者 1,216 7 
国外就職率 2.0% 4.0% 
 
  






理学 工学 農学 保健 人社 その他 不明




帰国 日本 第3国 未就職 不明

































として留学生に付けている（留学生 1 人に 1 年間、時給 1000 円、月 20 から 105 時間以上、















                                                   



















































  全体 三重 
博士課程修了者 75,197 402 
内留学生数 12,633 72 
留学生比率 16.8% 17.9% 
      
留学生の国籍     
  全体 三重 
アメリカ合衆国 0.5% - 
カナダ 0.2% - 
ブラジル 1.1% 2.8% 
他の北中南米 1.7% - 
イギリス 0.2% - 
フランス 0.3% - 
ドイツ 0.2% - 
ロシア 0.8% 1.4% 
他の欧州 3.0% 5.6% 
中国 39.0% 31.9% 
韓国 17.6% 4.2% 
タイ 5.0% 13.9% 
インドネシア 4.8% 5.6% 
ベトナム 2.1% - 
バングラデシュ 5.2% 8.3% 
インド 1.0% - 
他のアジア 12.9% 18.1% 
オセアニア 0.3% - 
アフリカ 3.7% 8.3% 
その他 0.1% - 
不明 0.3% - 
合計 100.0% 100.0% 
      
日本人国外就職者数・比率   
  全体 三重 
日本国籍 60,535 330 
内国外就職者 1,216 2 
国外就職率 2.0% 0.6% 
  






理学 工学 農学 保健 人社 その他 不明




帰国 日本 第3国 未就職 不明











































授業料免除（3 年の内の 1 年）としている。しかし、全員免除もしくは無利子貸与にするべ











































  全体 東京農業 
博士課程修了者 75,197 138 
内留学生数 12,633 23 
留学生比率 16.8% 16.7% 
      
留学生の国籍     
  全体 東京農業 
アメリカ合衆国 0.5% - 
カナダ 0.2% - 
ブラジル 1.1% - 
他の北中南米 1.7% - 
イギリス 0.2% - 
フランス 0.3% - 
ドイツ 0.2% - 
ロシア 0.8% - 
他の欧州 3.0% - 
中国 39.0% 30.4% 
韓国 17.6% 13.0% 
タイ 5.0% 13.0% 
インドネシア 4.8% 13.0% 
ベトナム 2.1% - 
バングラデシュ 5.2% 4.3% 
インド 1.0% - 
他のアジア 12.9% 21.7% 
オセアニア 0.3% - 
アフリカ 3.7% 4.3% 
その他 0.1% - 
不明 0.3% - 
合計 100.0% 100.0% 
      
日本人国外就職者数・比率   
  全体 東京農業 
日本国籍 60,535 115 
内国外就職者 1,216 2 
国外就職率 2.0% 1.7% 
  






理学 工学 農学 保健 人社 その他 不明




帰国 日本 第3国 未就職 不明

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































合にのみ、平成 20 年 4 月 1 日時点の職業（複数ある場合は主要なもの一つ）について、13
から 18（修了直後の職業）と同じ要領で 20 から 25（現在の職業）にお答えください。 
※ 19「職業変更の有無」が「2：なし」または「3：不明」の方については、記入する必要
はありません。また、13 の「職業」と同様、20 の「職業」が「50：学生」、「60：専業




























































































  2002 年度 2003 年度 2004 年度 2005 年度 2006 年度 合計 
アメリカ合衆国 9 8 7 16 17 57 
カナダ 3 8 8 7 3 29 
ブラジル 21 28 32 27 26 134 
その他北・中・南米 37 42 47 46 49 221 
イギリス 8 5 4 4 4 25 
フランス 5 4 8 13 13 43 
ドイツ - 10 3 11 5 29 
ロシア 18 13 28 17 23 99 
その他欧州 59 88 75 76 86 384 
中国 832 948 1024 1068 1058 4930 
韓国 432 446 501 437 407 2223 
タイ 101 126 129 148 122 626 
インドネシア 108 124 106 127 139 604 
ベトナム 27 43 58 69 62 259 
バングラデシュ 140 124 102 138 149 653 
インド 21 23 18 34 31 127 
その他アジア 267 295 322 345 406 1635 
オセアニア 7 9 7 8 3 34 
アフリカ 83 96 107 93 87 466 
その他 4 3 3 - 5 15 
不明 11 10 11 3 5 40 







  理学 工学 農学 保健 人文 社会 その他 不明 合計 
アメリカ合衆国(57 名) 3.5% 26.3% 8.8% 5.3% 22.8% 19.3% 14.0% - 100.0% 
カナダ(29 名) 27.6% 24.1% 3.4% 3.4% 13.8% 17.2% 10.3% - 100.0% 
ブラジル(134 名) 3.7% 38.8% 13.4% 36.6% 2.2% 3.7% 0.7% 0.7% 100.0% 
その他北・中・南米(221 名) 5.0% 36.7% 14.0% 31.7% 3.2% 6.8% 2.3% 0.5% 100.0% 
イギリス(25 名) 8.0% 24.0% 4.0% 20.0% 12.0% 28.0% 4.0% - 100.0% 
フランス(43 名) 16.3% 41.9% 2.3% 2.3% 9.3% 16.3% 11.6% - 100.0% 
ドイツ(29 名) 13.8% 27.6% 10.3% 6.9% 17.2% 17.2% 6.9% - 100.0% 
ロシア(99 名) 22.2% 20.2% 4.0% 7.1% 11.1% 30.3% 1.0% 4.0% 100.0% 
その他欧州(384 名) 9.9% 38.0% 6.3% 13.0% 11.5% 13.5% 6.3% 1.6% 100.0% 
中国(4930 名) 5.5% 29.4% 9.9% 26.4% 8.0% 15.6% 4.3% 0.9% 100.0% 
韓国(2223 名) 5.0% 35.3% 10.2% 6.3% 18.0% 14.3% 9.2% 1.6% 100.0% 
タイ(626 名) 3.4% 48.2% 21.2% 15.3% 4.0% 5.9% 0.6% 1.3% 100.0% 
インドネシア(604 名) 10.8% 43.5% 26.0% 10.6% 1.5% 4.5% 1.0% 2.2% 100.0% 
ベトナム(259 名) 4.2% 43.6% 22.0% 11.2% 3.9% 12.4% 0.4% 2.3% 100.0% 
バングラデシュ(653 名) 12.9% 35.1% 22.8% 22.5% 0.6% 3.7% 1.2% 1.2% 100.0% 
インド(127 名) 22.8% 37.8% 18.1% 10.2% 6.3% 2.4% 1.6% 0.8% 100.0% 
その他アジア(1635 名) 8.6% 34.1% 17.1% 13.9% 8.3% 12.8% 3.5% 1.8% 100.0% 
オセアニア(34 名) 14.7% 20.6% 11.8% 5.9% 23.5% 17.6% 5.9% - 100.0% 
アフリカ(466 名) 12.9% 37.3% 21.5% 17.8% 2.8% 6.2% 0.6% 0.9% 100.0% 
その他(15 名)  - 26.7% 20.0% 26.7% 20.0% 6.7% - - 100.0% 
不明(40 名) 5.0% 22.5% 5.0% 40.0% 15.0% 10.0% - 2.5% 100.0% 







  帰国 日本 第 3国 未就職 不明 合計 
アメリカ合衆国(57 名) 19.3% 40.4% 3.5% 12.3% 24.6% 100.0% 
カナダ(29 名) 6.9% 37.9% 3.4% - 51.7% 100.0% 
ブラジル(134 名) 17.2% 24.6% 6.7% 9.0% 42.5% 100.0% 
その他北・中・南米(221 名) 17.2% 27.6% 6.8% 10.9% 37.6% 100.0% 
イギリス(25 名) 4.0% 40.0% 16.0% 8.0% 32.0% 100.0% 
フランス(43 名) 4.7% 48.8% - 4.7% 41.9% 100.0% 
ドイツ(29 名) 13.8% 27.6% 6.9% 13.8% 37.9% 100.0% 
ロシア(99 名) 21.2% 41.4% 3.0% 5.1% 29.3% 100.0% 
その他欧州(384 名) 14.8% 31.0% 7.6% 7.8% 38.8% 100.0% 
中国(4930 名) 21.2% 36.5% 3.6% 6.8% 31.9% 100.0% 
韓国(2223 名) 22.4% 32.8% 3.7% 7.0% 34.1% 100.0% 
タイ(626 名) 43.6% 16.5% 4.0% 3.5% 32.4% 100.0% 
インドネシア(604 名) 53.3% 16.7% 4.1% 3.5% 22.4% 100.0% 
ベトナム(259 名) 49.4% 23.2% 3.9% 3.9% 19.7% 100.0% 
バングラデシュ(653 名) 29.6% 24.7% 6.0% 6.6% 33.2% 100.0% 
インド(127 名) 15.7% 26.8% 13.4% 9.4% 34.6% 100.0% 
その他アジア(1635 名) 31.2% 23.9% 6.5% 7.6% 30.8% 100.0% 
オセアニア(34 名) 8.8% 32.4% 11.8% 8.8% 38.2% 100.0% 
アフリカ(466 名) 38.4% 21.9% 6.0% 4.7% 29.0% 100.0% 
その他(15 名) 33.3% 20.0% - 6.7% 40.0% 100.0% 
不明(40 名) - 22.5% - - 77.5% 100.0% 









































































アメリカ合衆国(57 名) 7.0% 8.8% 17.5% 8.8%  - 7.0% 15.8% 35.1% 100.0% 
カナダ(29 名) 3.4% 10.3% 6.9% 17.2%  - 3.4% 3.4% 55.2% 100.0% 
ブラジル(134 名) 15.7% 4.5% 9.7% 14.9% 2.2% 0.7% 9.7% 42.5% 100.0% 
その他北・中・南米(221 名) 15.8% 4.1% 6.8% 15.4% 3.2% 2.7% 13.1% 38.9% 100.0% 
イギリス(25 名) 8.0% 16.0% 4.0% 24.0%  -  - 12.0% 36.0% 100.0% 
フランス(43 名) 20.9% 2.3% 2.3% 14.0%  - 4.7% 11.6% 44.2% 100.0% 
ドイツ(29 名) 27.6% 3.4% 3.4% 10.3%  - 3.4% 20.7% 31.0% 100.0% 
ロシア(99 名) 20.2%  - 9.1% 18.2%  - 5.1% 10.1% 37.4% 100.0% 
その他欧州(384 名) 18.5% 5.5% 4.9% 12.5% 1.3% 5.2% 11.2% 40.9% 100.0% 
中国(4930 名) 16.8% 9.3% 10.7% 13.2% 3.2% 2.6% 10.8% 33.5% 100.0% 
韓国(2223 名) 17.9% 6.0% 13.6% 15.1% 0.5% 2.0% 9.9% 35.0% 100.0% 
タイ(626 名) 9.3% 25.1% 12.9% 11.2% 1.8% 3.2% 7.8% 28.8% 100.0% 
インドネシア(604 名) 10.1% 20.2% 19.2% 16.1% 1.5% 2.0% 7.3% 23.7% 100.0% 
ベトナム(259 名) 14.3% 17.4% 15.8% 15.4% 2.3% 3.9% 7.7% 23.2% 100.0% 
バングラデシュ(653 名) 17.9% 15.5% 10.7% 14.1% 1.1% 1.1% 9.0% 30.6% 100.0% 
インド(127 名) 24.4% 6.3% 5.5% 17.3%  - 3.9% 9.4% 33.1% 100.0% 
その他アジア(1635 名) 13.5% 13.0% 12.8% 12.7% 1.9% 3.2% 11.4% 31.5% 100.0% 
オセアニア(34 名) 14.7% 2.9% 8.8% 20.6%  - 2.9% 11.8% 38.2% 100.0% 
アフリカ(466 名) 13.3% 14.8% 13.1% 18.5% 1.1% 2.1% 6.7% 30.5% 100.0% 
その他(15 名)  -  - 40.0% 6.7%  -  - 6.7% 46.7% 100.0% 
不明(40 名) 17.5% 5.0% 15.0%  -  -  -  - 62.5% 100.0% 
留学生全体（12633 名） 15.8% 10.7% 11.9% 13.9% 2.0% 2.6% 10.1% 33.0% 100.0% 
 
 
